
 【事例 土木工事業】地中熱を利用した事業所の ZEB化 

株式会社 興和 中越支店 

■所在地：長岡市川西地域 

■事業概要 

土木工事業、建設コンサルタント業、地質調査業、

建設業 

■従業員数：31名 

（202５年３月現在） 

 

取組内容 

・令和６年度に事業所を『ZEB』※化。同社が

脱炭素の有効手段として推進している地中

熱利用空調や、複数のパッシブ技術および

アクティブ技術により省エネ化を図り、太陽

光発電の創エネと合わせて、中越地方初の

『ZEB』化。 

 

・積雪寒冷地域においても有効的な手段であ

る地中熱を活用した、『ZEB』オフィスのモ

デルケースとなる。 
 
※ZEB：省エネと再エネの導入によってエネルギー 

消費量を 100％以上削減するビルのこと。  

写真上：社屋屋上に設置した太陽光パネル 

写真下：地中熱空調・融雪システムの稼働状況モニター 

メリット 

・冬は暖かく、夏は涼しく、建替前の社屋と比較し、体感温度が全く異なる。 

・社屋の裏に高速道路が通っているが、建物の気密性が向上したことで、走行音等

は全く気にならず、業務に集中することができる。 

・駐車場に活用している地中熱ヒー

トパイプ融雪は、非常に省エネ性が

高く、ランニングコストも地下水利

用も「ゼロ」。 

・本取り組みは省エネ大賞（省エネ

事例部門）省エネルギーセンター

会長賞及び気候変動アクション大

賞の受賞に繋がり、環境問題に取

り組む良い企業 PRとなった。 

株式会社 興和 中越支店 

写真：地中熱ヒートパイプ融雪システム 


